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２０１８年度予算について
問財政課☎７２４・２１４９

市民参加型事業評価の

改善プログラムを作成しました
問経営改革室☎７２４・２５０３

会社やお店の広告を載せてみませんか

「資源とごみの収集カレンダー」広告募集
問３Ｒ推進課☎７９７・２７２３

　資源とごみの収集日程をお知ら
せする「資源とごみの収集カレン
ダー」は、毎年９月頃に市内全戸へ
約１９万部を配布しているほか、市
内転入者や転居者、希望者へも配
布しています。
　会社やお店の宣伝にご利用下さ
い。
※掲載できる広告の制限等があり
ます。
対市内または近隣市に事業所を有
する事業主
費１枠５万円（縦３㎝×横１１㎝）
募集枠数２３枠（３枠まで申し込み

　市民の皆さんの声を行政経営・
行政サービスの向上に活用するた
め、２0１7年１１月１８日に市民参加
型事業評価を開催しました。選出
された市民の方と有識者で構成す
る評価人チームが、市の事業担当
者と事業の課題や解決策について
話し合いのうえ、評価をしました。
　評価の結果、８事業すべてが「要

改善」でした。
　評価結果を踏まえ、市では今後
２年間で評価対象事業を改善する
ための取り組みを「改善プログラ
ム」として作成しました。
　改善プログラムの詳細や今後の
取り組みの進捗状況については、
町田市ホームページをご覧下さい。

可）
※市内事業者を優先のうえ抽選で
す。
募集期間６月４日まで
※詳細はお問い合わせ下さい。

事業名 改善プログラムの主な取り組み

公立保育所運
営事業

待機児童の解消に向けた保育所等の整備
医療的ケア児の受け入れ環境の整備
保育所で働く非常勤職員（保育士等）の処遇の改善

木曽山崎図書
館事業

読書スペース等の確保など、木曽山崎図書館の利用環境の見直し
予約図書受け渡しサービスの拡充
全図書館（市内8か所）の効率的・効果的な管理運営手法の方針決定

スポーツ広場
事業

大規模（5000㎡以上）スポーツ広場の、暫定利用から市民が広く利用
できる公の「スポーツ施設」への転換
全25か所あるスポーツ広場共通の利用ルールの作成
スポーツができるすべての市の施設に関する利用方法の情報公開

町田市民バス
運行事業

市民バス事業継続の可否決定
最適なルート・運行計画による運行の開始

地域高齢者支
援事業

若い世代を含めた市民全体に対する周知活動の実施
高齢者見守り支援ネットワークの空白地域の解消

子どもセンタ
ー「ただON」
運営事業

子どもセンターの利用者や地域の支援者などが、企画運営に携わる機
会の創出
子どもセンターを含めた「子どもの居場所」の周知

成人保健指導
事業

市民が事業に参加できない理由の調査及び要因分析の実施
大学・民間事業者等と連携した新たな事業実施

小野路宿里山
交流館事業

地元食材メニューの開発等による、平日・閑散期の来館者増加策の実
施
観光ウォークツアーなど、他自治体や民間団体等との連携事業の実施

　２0１８年度予算は、２月に市長選挙
が行われたため、現下の経済・社会状
況に対応した施策や市民の生活安全
対策等を中心に編成し、３月議会で
可決されました。
　市長の４期目の政策を反映した予
算については、６月補正予算として
編成し、議会に提出します。

２０１８年度予算の全体像
　市の行政サービスの大部分は一般
会計という大きなお財布で経理して
います。
　そのほか、医療や介護保険、市民病

・まちだ○
まる

ごと大作戦１８－２0など
の推進� １億３６１１万円
・南町田駅周辺地区の再整備
� ３３億６９４８万円
・東京２0２0オリンピック・パラリ
ンピック等国際大会のキャンプ地招
致活動や気運醸成� ３４９２万円
○暮らしやすいまちをつくる
・多摩都市モノレールの延伸促進
� ２億８7３7万円
・ごみの資源化施設の整備
� １８億６８２９万円
（２）その他の取り組み
・（新規）中学校給食の予約システム
導入� １５９９万円
・（新規）小中学校教員の負担軽減に
向けた取り組み� １億４４５２万円

院や下水道といった特定の目的を持
つ事業の収支を切り分けて経理する
お財布（特別会計）が５つあります
（図１参照）。

一般会計の年間歳入歳出予算
　歳入では、制度改正により地方消
費税交付金の減が見込まれるもの
の、地方交付税や臨時財政対策債の
増を見込んでいます。
　歳出では、南町田駅周辺地区の再
整備や、障がい者サービス給付事業、
ごみの資源化施設整備に係る経費を
計上しています（図２参照）。

２０１８年度の主な事業と予算額
（１）５ヵ年計画１７－２１における主
な取り組み
○将来を担う人が育つまちをつくる
・待機児童解消のため、保育施設整
備の推進� ６億３８８３万円
・（新規）小学校の英語教育の推進
� 7５９６万円
・学校のＩＣＴ環境の充実
� ４億２１６８万円
○安心して生活できるまちをつくる
・玉川学園コミュニティセンターの
建替� ３億４４５８万円
・がん検診の実施� ２億８５7２万円
・住宅・緊急輸送道路沿道建築物の
耐震化の促進� ４億２４２４万円
○賑わいのあるまちをつくる

歳入歳入 歳出

1465億3188万円
一般会計

1465億3188万円

2589億3324万円（対前年度比△3.3%）総事業費　2589億3324万円（対前年度比△3.3%）

国民健康保険
事業会計

421億1168万円

国民健康保険
事業会計

421億1168万円

介護保険
事業会計
326億

8094万円

介護保険
事業会計
326億

8094万円

病院事業会計　153億3908万円病院事業会計　153億3908万円

後期高齢者医療事業会計
110億4730万円
後期高齢者医療事業会計
110億4730万円

下水道事業会計　112億2235万円

図１　2018年度予算の全体像

図2　一般会計の年間
歳入歳出予算 繰入金

44億1052万円

医療・生活支援のため
778億3323万円

市政運営のため
142億1006万円

教育のため 142億1103万円

保健衛生・環境のため
141億969万円

市税
671億
8910万円

国庫支出金
275億9309万円

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

都支出金
198億5615万円

市債
83億2500万円

地方消費税交付金
70億4000万円

その他 85億8543万円使用料及び手数料
35億3260万円

道路・公園等整備のため
123億7033万円

市債返済のため
66億5650万円

消防・防災のため
50億2507万円

その他（議会・産業
振興など）のため
21億1597万円

空母ロナルド・レーガン艦載機の厚木飛行場
から岩国飛行場への移駐完了について

問企画政策課☎７２４・２１０３

　３月３0日に、空母ロナルド・レーガ
ン艦載機の厚木飛行場から岩国飛行
場への移駐が完了しました。このこ
とを受け、町田市長は次のとおりコ
メントしました。

　「まず、空母艦載機の移駐を受け入
れる、山口県及び岩国飛行場周辺自
治体へ敬意を表します。
　このたびの空母艦載機移駐により、
町田市を含む厚木飛行場周辺の航空

機騒音が軽減することとなります。
　移駐の実現は、これまで空母艦載
機の騒音により耐え難い苦痛を強い
られてきた多くの市民にとっての悲
願であり、町田市が米軍及び国に対し
て、厚木飛行場周辺市とともに行って
きた、長年にわたる地道な要請活動
が実を結んだものと考えております。
　今後は、米軍及び国に対し、移駐後
の厚木飛行場の運用について明らか
にするよう求めてまいります」


